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研究成果の概要（和文）： 

 このプロジェクトは以下の２つが柱となっている。 

(１) 数学の体験型博物館のコンテンツ開発の研究。 

(２) 体験型博物館を地方に展開するための調査と研究。 

（１）については、いくつかのコンテンツ開発に成功した。その例は後述する。 
（２）については、地方ではないが、パナソニックがヴェトナムにリスーピアを作ることに

協力して、研究の成果を生かすことができた。また、この仕事は高く評価され、NHK をはじめ
多くのメディアで報道された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This project consists of two major investigations below. 

 

(1) Research on and development of the contents at a hands-on mathematics museum 

(2) Research and investigation for developing hands-on museums in local regions 

 

As to (1), we succeeded in developing some contents. The examples will be described 

later. 

As to (2), not in local areas of Japan, but in Vietnam, we cooperated with Panasonic in 

developing a RiSuPia mathematics museum utilizing the results of our investigations. 

This project was highly evaluated and widely covered by mass media including NHK. 
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科学研究費補助金研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 
数学は「文系」の学生も含めた多くの学生

に必要である。しかし、一方では、理数離れ
が加速し、数学の基本から理解できない学生
も増えつつある。代表者はこの現状を改善す
るために、以下のことを提案してきた。 
・イメージを利用し、日本に伝わる和算の

思考法を積極的に取り入れて、基礎的な演習
と並行して数学の面白さを体験させ、興味を
つなぐことが効果的である。また、現場の先
生や父母が実践できるように、さまざまな教
科書を作る。また、各地域に数学博物館を作
り、題材を提供し、父母や現場教師の実践の
相談に乗り、出前授業を企画し、結果を集約
できるようにする。その実践の結果を集約し
て、効果を確かめつつ改善策を検討する。 
 
２．研究の目的 
本研究では、各地域に数学博物館を作り、

題材を提供し、父母や現場教師の実践の相談
に乗り、出前授業を企画し、結果を集約でき
るようにするための方策を検討する。また、
その実践の結果を集約して、効果を確かめつ
つ改善策を検討する。 
理数離れを尐しでも解消するために、また

地方文化の発展のためにどのようなことが
必要かの具体的な条件を調査検討すること
が目的。 

 

 

３．研究の方法 
 ① 楽しく学ぶためのコンテンツを開発
して、数学への垣根をとる。 
② 体験型博物館を運営しているパナソ

ニックのリスーピアと協力して、実験的に地
方の博物館を開設できるように努力する。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）について 

研究代表者および連携研究者は、ワークシ

ョップ用のコンテンツの候補を絞り込み、そ

のいくつかを作成した。その中の３つを紹介

する。 

①メービウスの帯をモチーフとする「赤い鶴」 

「赤い鶴」はグラフィックデザイナーTAK

ミタニ氏のメービウスの帯を織り込んだ作

品を、空間で実現したものである。リスーピ

アの 2010 年度の 6 月のワークショップで公

開された。 

 

② 正多角形の対角線のパズル 

これは、正方形の対角線が√２倍であるこ

と、正 5角形の辺の長さと対角線の長さの比

が黄金比になること、正 6角形対角線の長さ

が辺の長さの√３倍になることを、はめ込み

パズルと面積によって、小学生でも直感的に

学ぶもことができる。 

たとえば、正５角形の場合は次の問題にな

る。 

 

 以下の答えは、一つの例で、まだまだい

くつもの例がある。 

 

この図の面積から、正５角形の１辺の長さ

と対角線の長さの比が１：αならば、面積比



が相似比の２乗であることより、次の等式が

成り立つ。 

α４＋１＝ 3α２ 

このことから、中学・高校以上の生徒は、

黄金比の別の表現を知るであろう。なお、こ

のことがユークリッド原論に記載されてい

ることを小梁修氏によって指摘された。 

 

③「すいの体積＝底面積×高さ÷３」であ

ることを示すためのコンテンツ 

「すいの体積の公式」の説明は中学校で学

ぶ内容の中で最も難しいところであり、改善

が待たれていたところでもある。これを、三

角柱を平面で切った体積によって解明して

いくものである。このために、「正三角柱を

切ったものの、細い正 6角柱による近似」か

ら出発して解明を進めていく。この説明のた

めに図のような 6角柱の教材を開発した。 

 

 

３つはいずれも正６角柱でできており、左

の２つは同じ形で、右の一つは右の形と面対

称で、3つの体積が等しい。 

 この３つを重ねて(右側の立体は上から

かぶせる)、真ん中のそれぞれの６角柱をか

っちりするまで動かすと、下の三角柱が出来

上がり、三角柱を平面で切った体積の計算が

示唆されるのである。 

 
 

④ 関数シューティングゲーム 

リスーピアの展示フロアのコンテンツの

新規作成にも協力した。実際、関数シューテ

ィングゲームは、21年度 3月末から、一般展

示されている。 

 

 （２）の研究に関して 

研究代表者は、リスーピアの地方展開の研

究のひとつの実験的試みとして、パナソニッ

クと連携し、ヴェトナムへリスーピアを展開

するための作業委員になって監修を担当した

。この施設は2010年９月に開館した。この中

で、数学のコンテンツに関するいくつかの提

案が実行された。実際にヴェトナムリスーピ

アにおける展示を写真で示す。 

 下の写真は有名な建築物の高さが、自分の

背の何倍あるかを計算と視覚によって確認す

るコンテンツ。現地ヴェトナムのナヴィゲー

ターがタンロン大学学長フインムイ氏に説明

している。 

 

   



また、下の写真はコンテンツの一つである

素数ホッケーを試行するフインムイ氏と研究

代表者。 

 

 
  

 リスーピアの発展途上国への展開は、これ

までの「体験型博物館の地方への展開」に関

する科研費の研究成果が生かされている。ま

た、この開館に当たってのさまざまな問題の

解決は、これからの活動に大きな示唆を与え

るものであった。 

このような教育活動は、今までに例のない

独自性を持った国際貢献として、日本の海外

での評価を高めることにつながるであろう。 
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